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【主な研究成果】
近年、Mg合金においては、従来の構造材料としての機械的特性や加工性の向上に加え、制振性、電波吸収性、熱伝導性などの機能性を付加する研究が注目されている。本研究では熱特性に着目し、機械的強度と熱伝導性に優れたILM開発のMg-Al-Ca-Mn系合金について、その組織形成機構を主にその場中性子回折を用いて検討した。
今年度に実施した加熱中その場中性子回折実験では、C15型相の析出挙動を定量的に解析することに成功した。押出変形途中の試験片に対して実施した中性子回折マッピング実験からは、Mgの集合組織形成機構が明らかになった。さらに、変形中その場中性子回折実験により、当該合金が有する高い力学特性は、集合組織の強化と結晶粒の微細化の双方が降伏強度の向上に寄与していることが示された。
また、比較対象として希薄Mg-Y-Zn合金の変形機構をその場中性子回折により評価した。押出速度2 mm/s、押出温度698 K、押出比5、7.5、12.5で作製した試験片について、変形前後の組織をILMのSEMおよびEBSDを用いて調査した。SEM観察では、ナノプレート状の析出相が確認され、EBSD解析では、Mg相が変形粒領域と再結晶粒領域に分かれて存在していることが示された。押出比の増加により再結晶粒領域が拡大し、それに伴い全体の集合組織強度が低下する傾向が確認された。
さらに、変形後の再結晶粒領域では、変形方向に対して{10-10}面の集合組織が発達し、塑性変形が主に再結晶粒領域に集中していると推測された。これらのEBSD観察結果は、引張変形中のその場中性子回折結果とも整合しており、これを踏まえて、来年度はMg-Al-Ca-Mn系合金に対してSEM/EBSDによる組織観察を実施し、変形機構をより詳細に明らかにする予定である。

【今後の展望】
今年度は、Mg-Al-Ca-Mn系合金における組織形成および変形機構を、その場中性子回折により明らかにすることができた。得られた結果から、当該合金の力学特性が初期集合組織、結晶粒径、そしてC15型析出物の分散状態と密接に関係していることが示唆された。さらに、比較材である希薄Mg-Y-Zn合金についても、その場中性子回折とEBSDによる観察結果が一致しており、手法の妥当性が確認された。これらの成果を基に、来年度はMg-Al-Ca-Mn合金において、変形前および変形量をパラメータとした組織をSEM/EBSDで観察し、その場中性子回折実験結果と組み合わせることで、変形機構をより詳細に解明する予定である。
【具体的な成果】
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